
科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

人と技術と環境との関わりについて工業を取り巻く状況の変化を踏まえて
理解するとともに，工業に携わる者として必要な基礎的な技術を身に付け
る。

月 単元名 使用教科書項目

生産の仕組みについて自ら学び，工業の発展を図ることに主体的かつ協働
的に取り組む態度を身に付ける。

思考・判断・表現
工業技術に関する諸問題の適切な解決をめざして，広い視野からみずから思考し，基礎的な知
識と技術を活用して適切に判断し，その結果を的確に表現し伝える能力を身につけている。

主体的に学習に取り組む態度
工業技術について主体的に興味・関心を持ち，その改善向上をめざして意欲的に取り組むとと
もに,   社会の発展に役立つ技術開発を積極的に学ぶ態度を身につけている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容

評価の観点
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

使用教科書 副教材等

工業技術基礎（実教出版） 実習テキスト、電子機械実習（実教出版）

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の諸課題を適切に解決することに必要
な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）工業技術について工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解するとともに，関連する技術を身
に付けるようにする。
（2）工業技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養
う。
（3）工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

知識・技能
工業の各分野に関する基礎的な知識と技能を身につけ，工業の発展と環境・資源などとの調和
のとれたものづくりを合理的に計画し、実際の仕事を適切に処理する技能を身につけている。

教科 科目 単位数 学年 集団

工業 工業技術基礎 4 2 機械技術系列/電子情報系列

生産に関する技術と生産の過程における材料の分析や製作途中での測定に
着目して，生産の仕組みに関する課題を見いだすとともに解決策を考え，
科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

工業技術を取り巻く状況に着目して，人と技術と環境との関わりに関する
課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証
し改善する。

人と技術と環境との関わりなどについて自ら学び，工業の発展を図ること
に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

加工技術について工具や器具の扱い方及び機械や装置類の活用を踏まえて
理解するとともに，工業に携わる者として必要な基礎的な技術を身に付け
る。

材料の形態や質が変化することに着目して，加工技術に関する課題を見い
だすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証し改善す
る。

加工技術について自ら学び，工業の発展を図ることに主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に付ける。

生産の仕組みについて工業製品の製作を踏まえて理解するとともに，工業
に携わる者として必要な基礎的な技術を身に付ける。

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3 ・マイクロメータの測定方
法
・ノギスの測定方法
・材料試験
衝撃試験、硬さ試験等
・電気回路の測定
直流の電圧、電流、抵抗等
・シーケンス制御、ＰＬＣ
・電子技術
・プレゼンテーション

生産の仕組み
・生産工程
・分析と測定技術

人と技術と環境
・人と技術
・技術者の使命と責
任
・環境と技術

・実習の心構え
・人と技術と環境
・技術者の使命と責任
・知的財産とアイディアの
発送
・事故防止と安全作業の心
がまえ
・実験・実習報告書の作成

加工技術
・形態を変化させる
加工
・質を変化させる加
工

・酸素,アセチレン溶接
突合せ溶接、すみ肉溶接等
・旋盤
外丸削り、端面削り等
・フライス盤
正面フライスによる加工等
・平面研削盤
板材の研削加工



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

各種の工作法について自ら学び，工業製品の加工に主体的かつ協働的に取り組む態
度を身に付ける。

材料の機械的性質が工業製品の加工に与える影響に着目して，機械材料に関する課
題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証し改善す
る。

機械材料について自ら学び，材料の機械的性質を効果的に活用した加工に主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付ける。

機械材料について材料の機械的性質と加工性を踏まえて理解するとともに，関連す
る技術を身に付ける。

機械材料
・機械材料の加工性と
活用
・新素材の加工性と活
用

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

機械工作法の発達について自ら学び，機械材料や工作法の発展に主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付ける。

・鋳造法と鋳型・金属の溶解方
法と鋳物の品質・溶接と接合・
ガス溶接とガス切断・アーク溶
接とアーク切断・抵抗溶接・い
ろいろな溶接方法・溶接以外の
接合方法・塑性加工の分類・素
材の加工・プレス加工・鍛造そ
の他の塑性加工・型を用いた成
型法

月

主体的に学習に取り組む態度

産業社会と環境や資源・エネルギーとに配慮した機械材料，工作機械及び工作法が
相互に関連して発達してきたことに着目して，機械工作法の発達に関する課題を見
いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

工作法や工作機械について原理，機能及び操作方法を踏まえて理解するとともに，
関連する技術を身に付ける。

工業製品の製造に着目して，工作法に関する課題を見いだすとともに解決策を考
え，科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

思考・判断・表現

機械工作法の発達
・機械工業のあゆみ
・機械製品の製造

・機械工作を学ぶにあたって
・機械工作法の発達・身近な製
品と機械工作法・ものつくりの
流れと機械工作法・SI単位系

・材料の機械的性質
・金属の結晶と加工性
・鉄鋼材料
・非鉄金属材料
・非金属材料
・各種の材料

各種の工作法
・実際の工作機械
・装置の構造，機能及
び操作

知識・技能
・機械工作に関する学習を通して基礎的な知識と技術を理解し，工業の発展と調和のとれたありかたや
現代社会における工業の意義や役割を理解している。また，その成果として，ものづくりでのいろいろ
な場面で問題解決を試みることができるように相互に関連させて理解している。

・身近な製品に関心を払うなどして，機械工作に関する基礎的な知識と技術に関心を持ち，その習得に
向けて意欲的に取り組むとともに実際に活用しようとする創造的実践的な態度を身に付けている。

・機械工作に関する諸問題の解決をめざして自ら思考を深め，基礎的基本的な知識と技術を活用して適
切に判断し，創意工夫する能力を身に付けている。また，その成果を適切に表現することができる。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

使用教科書 副教材等

科目

機械工作１・２（実教出版） なし

集団

工業 2 2 機械技術系列機械工作

教科

4
5
6
7

8
9
10
11

12
1
2
3

評価の観点

機械工作法の発達について産業社会と機械工作法の変遷とを踏まえて理解する。

学年

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，機械材料の加工や工作に必要な資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。
（1）機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）機械工作に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）工業生産における適切な機械材料の加工や工作する力の向上を目指して自ら学び，情報技術や環境技術を活用した製造に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

6

7

9

10
11

12
1
2
3

学年

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野における情報技術の進展へ
の対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとともに，関連する技術を身に
付けるようにする。
（2）情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進
展に対応し解決する力を養う。
（3）工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

プログラミングと工業に関する事象の数理処理について自ら学び、情報技
術の活用に主体的かつ協働的に取り組む。

工業情報数理（実教出版） なし

教科

副教材等使用教科書

集団

コンピュータシステムに情報手段としての活用を踏まえて理解するととも
に、関連する技術を身に付ける。

主体的に学習に取り組む態度

産業社会と情報技術 ・情報化の進展と産業社会
・情報モラル
・情報セキュリティ管理

コンピュータシステ
ム

産業社会と情報技術について情報化の進展が産業社会に及ぼす影響などを
踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

プログラミングと工業に関する事象の数理処理について、工業に関する事
象の数理処理をモデル化してシミュレーションを行うアルゴリズムを踏ま
えて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

4

5

数理処理

アルゴリズムとプロ
グラミング

・単位と単位換算
・コンピュータを活用した
数理処理

・アルゴリズム
・プログラミング
・制御プログラミング

工業 2 2 電子情報系列工業情報数理

情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解し、情報技術を利用した情報の収集・処理・活用
のために必要な技能を身につけている。

情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心をもち、その習得に向けて意欲的に取り組むとと
もに、実際に活用しようとする創造的・実践的な態度を身につけている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題解決方法を適切に判断する能力を身につけ
ており、情報技術を活用して情報を処理・表現することができる。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月
評価の観点

思考・判断・表現

知識・技能

・ハードウェア
・ソフトウェア
・情報通信ネットワーク

情報の管理や発信に着目して、産業社会と情報技術に関する課題を見いだ
すとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

産業社会と情報技術について自ら学び、情報及び情報手段の活用に主体的
かつ協働的に取り組む。

コンピュータの動作原理や構造に着目して、コンピュータシステムに関す
る課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検
証し改善する。

コンピュータシステムについて自ら学び、情報技術の活用に主体的かつ協
働的に取り組む。

工業の事象の数理処理のモデル化に着目して、プログラミングと工業に関
する事象の数理処理に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学
的な根拠に基づき結果を検証し改善する。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

通
年

○

○

○

○

製図の役割
・製図と規格
・図面の表し方

・機械製図と企画
・製図用具とその使い方
・図面に用いる文字と線
・基礎的な図形の書き方
・投影図のえがき方
・立体的な図示法
・展開図

・製図のあらまし
・図形の表し方
・寸法記入方
・公差・表面性状
・スケッチ

工業の各分野に関す
る製図・設計製図

工業の各分野に関する製図や設計製図について工業製品を踏まえて理解す
るとともに，実際に図面に表すことに必要な技術を身に付ける。

工業の各分野に関する規格に着目して，工業の各分野に関する製図や設計
製図に関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づ
き結果を検証し改善する。

製図の規格と図面の表し方に着目して，製図の役割に関する課題を見いだ
すとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

製図の役割について自ら学び，工業の各分野の製図に主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に付ける。

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

工業の各分野に関する製図や設計製図について自ら学び，工業の発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成に関する基礎的・基本的な知識と技術を習
得するとともに，各種機械や部品の製作に使用される図面等の役割や作図法，図面などを正し
く読み，作成できる力を身につけている。

各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成することに興味・関心をもち，機械製図の
意義や役割の理解および諸問題の解決を目指して，主体的に学習に取り組もうとしている。

各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成における諸問題を的確に把握（分析）し，
考察を深めるとともに，機械製図に関する知識と技術を活用しながら表現する力を身につけて
いる。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

使用教科書

集団

工業 2 2 機械技術系列製図

教科

副教材等

評価の観点

製図の役割について工業の各分野の製図の規格と図面の表し方を踏まえて
理解させるとともに，手描きや情報機器による図面の作成に必要な技術を
身に付ける。

学年

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野の製図に必要な資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
（1）工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解するとともに，関連する技術を
身に付けるようにする。
（2）製作図や設計図に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力
を養う。
（3）工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目指して自ら学び，工業の発
展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

機械製図（実教出版） なし



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

月

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成に関する基礎的・基本的な知識と技術を習
得するとともに，各種機械や部品の製作に使用される図面等の役割や作図法，図面などを正し
く読み，作成できる力を身につけている。

各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成することに興味・関心をもち，電子製図の
意義や役割の理解および諸問題の解決を目指して，主体的に学習に取り組もうとしている。

各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成における諸問題を的確に把握（分析）し，
考察を深めるとともに，電子製図に関する知識と技術を活用しながら表現する力を身につけて
いる。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

2 2 電子情報系列製図

評価の観点

製図の役割について工業の各分野の製図の規格と図面の表し方を踏まえて理
解させるとともに、手描きや情報機器による図面の作成に必要な技術を身に
付ける。

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

1

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

単元名 使用教科書項目

単位数科目

電子製図（実教出版） なし

教科 学年

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野の製図に必要な資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
（1）工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身
に付けるようにする。
（2）製作図や設計図に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を
養う。
（3）工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目指して自ら学び，工業の発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

製図の規格と図面の表し方に着目して、製図の役割に関する課題を見いだす
とともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

製図の役割について自ら学び、工業の各分野の製図に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付ける。

製図の役割
・製図の基本
・製作図

・製図と規格
・製図用器具と材料
・線と文字
・平面図形
・投影図
・線の用法
・図形の表し方
・尺度と寸法記入
・サイズ公比とはめあい
・表面性状と幾何公差
・図面の分類様式と材料記号
・図面のつくり方と管理

副教材等使用教科書

集団

工業

工業の各分野に関す
る製図・設計製図

工業の各分野に関する製図や設計製図について工業製品を踏まえて理解する
とともに、実際に図面に表すことに必要な技術を身に付ける。

工業の各分野に関する規格に着目して、工業の各分野に関する製図や設計製
図に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結
果を検証し改善する。

工業の各分野に関する製図や設計製図について自ら学び、工業の発展に主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

・機械要素
・電気用図記号
・電子機器
・電子機器の設計、製図

情報機器を活用した
設計製図

・ＣＡＤ製図 情報機器を活用した設計製図について、電子分野の製図を踏まえて理解する
とともに、関連する技術を身に付ける。

工業製品に着目して、情報機器を活用した電子分野の設計製図に関する課題
を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善
する。

電子分野に関する情報機器を活用した設計製図について自ら学び、工業の発
展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，器具や機械などの設計に必要な資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。
（1）機械設計について機械に働く力，材料及び機械装置の要素を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるよう
にする。
（2）機械設計に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）安全で安心な機械を設計する力の向上を目指して自ら学び，情報技術や環境技術を活用した製造に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

機械設計１・２（実教出版） なし

教科

副教材等使用教科書

集団

工業 2 2 自由選択Ａ群(機械技術系列必修)機械設計

学年

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
機械設計の各分野について，基礎的な知識と技術を体系的・系統的に身に付け，社会環境に適
した機械設計の意義や役割を理解している。

機械設計に関する諸事象について関心を持ち，社会の改善・向上を目指して，自ら学び，工業
の発展に主体的かつ協働的な態度及び創造的・実践的な態度を身に付けようとしている。

機械設計に関する課題を発見し，倫理観を踏まえた思考・判断力に基づいて，合理的かつ創造
的な課題について考え，その成果を的確に表現できる。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

評価の観点

4
5
6
7

生産における設計の
役割
・機械のしくみ
・機械設計

・機械と器具、構造物のち
がい
・機械のなりたち
・機械のしくみ
・機械要素
・設計とは
・機械設計の進めかた
・コンピュータの活用
・良い機械を設計するため
の留意点

製品などに要求される機能を満たす機構と機械要素に着目して，生産にお
ける設計の役割に関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な
根拠に基づき結果を検証し改善する。

生産における設計の役割について自ら学び，工業製品の設計に主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付ける。

8
9
10
11

機械に働く力
・機械に働く力と運
動
・エネルギーと仕事
及び動力との関係

・機械に働く力
・運動
・力と運動の法則
・仕事と動力
・摩擦と機械動力

生産における設計の役割について機械の仕組みを踏まえて理解するととも
に，関連する技術を身に付ける。

機械に働く力について理論や法則を踏まえて理解するとともに，関連する
技術を身に付ける。

力と運動，エネルギーと仕事及び動力に着目して，機械に働く力に関する
課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証
し改善する。

機械に働く力について自ら学び，工業製品の設計に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付ける。

12
1
2
3

材料の強さ
・機械部分に生じる
応力とひずみとの関
係
・機械部分の形状

・材料に加わる荷重
・引張・圧縮荷重
・せん断荷重
・温度変化による影響
・材料の破壊
・はりの曲げ
・ねじり
・座屈

機械に働く力について理論や法則を踏まえて理解するとともに，関連する
技術を身に付ける。

力と運動，エネルギーと仕事及び動力に着目して，機械に働く力に関する
課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証
し改善する。

機械に働く力について自ら学び，工業製品の設計に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付ける。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

静電気
・電荷と電界
・コンデンサ
・絶縁破壊と放電現象

直流回路の電流、電圧、抵抗及び相互関係に着目して、直流回路に関する
課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証
し改善する。
直流回路について自ら学び、電気の各種作用などを工業生産への活用に主
体的かつ協働的に取り組む。

直流回路について、電流、電圧、抵抗などとそれらの電気的諸量の相互関
係と量的に取扱う方法や電気的諸量を計算により処理する方法などを踏ま
えて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

直流回路

直流回路について、電流、電圧、抵抗などとそれらの電気的諸量の相互関
係と量的に取扱う方法や電気的諸量を計算により処理する方法などを踏ま
えて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
直流回路の電流、電圧、抵抗及び相互関係に着目して、直流回路に関する
課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証
し改善する。

直流回路の電流、電圧、抵抗及び相互関係に着目して、直流回路に関する
課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証
し改善する。
直流回路について自ら学び、電気の各種作用などを工業生産への活用に主
体的かつ協働的に取り組む。

直流回路

直流回路
・直流回路
・電力と熱
・電気抵抗
・電流の化学作用と電池

電気現象やそれらの量的な取扱い方に関する課題を見いだし、電気技術の利便性のみを注視す
ることなく、社会に与える影響に責任を持ち、科学的な根拠に基づいて工業技術の進展に対応
して解決する力を身に付けている。

・電気回路の電流と電圧
・抵抗器、コンデンサ、コ
イル

電気回路を構成する要素の電気的性質が工業製品に与える影響に着目し、
電気回路の要素に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な
根拠に基づき結果を検証し改善する。
電気回路を構成する要素の電気的性質について自ら学び、技術の進展に対
応した製造における電気回路の活用に主体的かつ協働的に取り組む。

電気回路の要素

直流回路について自ら学び、電気の各種作用などを工業生産への活用に主
体的かつ協働的に取り組む。

電気回路の要素について、電気現象の量的な取扱いやそれらを計算により
処理する方法を踏まえて電気抵抗、静電容量、インダクタンスの性質など
を理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

直流回路 磁気
・電流と電界
・磁界中の電流に働く力
・磁性体と磁気回路
・電磁誘導と電磁エネル
ギー

直流回路について、電流、電圧、抵抗などとそれらの電気的諸量の相互関
係と量的に取扱う方法や電気的諸量を計算により処理する方法などを踏ま
えて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

自由選択Ａ群(電子情報系列必修)電気回路

評価の観点

主体的に学習に取り組む態度

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

電気回路１・２（実教出版）

知識・技能
電気現象やそれらの量的な取扱い方、電気的諸量の相互関係とそれらを式の変形や計算により
処理する方法などを理解し、ものづくりに実際に活用できる技術を身に付けている。

電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指し、電気現象やそれらの量的な取扱い方につい
て自ら学ぶ態度や、情報技術を活用するとともに環境に配慮した工業生産について主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

電気回路１・２演習ノート（実教出版）

教科

副教材等使用教科書

集団

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

思考・判断・表現

工業 2 2

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

学年

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，電気現象を量的に取り扱うことに必要な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）電気回路に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，電子回路の設計・製作に必要な資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。
（1）電子回路について機能や特性を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）電子回路に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）電子回路を設計・製作する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

電子回路（実教出版） なし

教科

副教材等使用教科書

集団

工業 2 3 自由選択Ｇ群電子回路

学年

知識・技能
電子回路素子や電子回路の構成や動作原理、諸量の数式表現を理解した上でそれらを計算によ
り処理する方法などを理解し、関連する技術を身に付けている。

電子回路を設計・製作する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付けている。

電気に関する知識と技術を活用し、各種電子回路の動作について自ら思考を深め表現し、科学
的根拠に基づいて工業技術の進展に対応し解決する力を身に付けている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

評価の観点

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

実際に使用されている電子回路素子の動作に着目して、電子回路素子に関
する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を
検証し改善する。

電子回路素子について自ら学び、技術の進展に対応した電子回路素子の活
用に主体的かつ協働的に取り組む。

増幅回路の基礎 ・増幅とは
・トランジスタ増幅回路の
基礎
・トランジスタのバイアス
回路
・トランジスタによる小信
号増幅回路
・トランジスタによる小信
号増幅回路の設計
・ＦＥＴによる小信号増幅
回路

各種の電子回路について構成、動作原理及び取扱い方法を踏まえて理解す
るとともに、関連する技術を身に付ける。

特性や機能に着目して、各種の電子回路に関する課題を見いだすとともに
解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

電子回路素子について構造、性質及び基本的な用途を踏まえて理解すると
ともに、関連する技術を身に付ける。

増幅回路について自ら学び、技術の進展に対応した増幅回路の活用に主体
的かつ協働的に取り組む。

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

小信号の増幅に着目して、増幅回路に関する課題を見いだすとともに解決
策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

いろいろな増幅回路 ・負帰還増幅回路
・差動増幅回路と演算増幅
器
・電力増幅回路
・高周波増幅回路

各種の増幅回路について構成、動作原理及び帯域幅などの特性を踏まえて
理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

電力の増幅に着目して、増幅回路に関する課題を見いだすとともに解決策
を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

各種の増幅回路について自ら学び、技術の進展に対応した増幅回路の活用
に主体的かつ協働的に取り組む。

各種の電子回路について自ら学び、技術の進展に対応した発振回路、変
調・復調回路、パルス回路及び電源回路の活用に主体的かつ協働的に取り
組む。

4

5

6

7

9

10

11

12

電子回路素子 ・半導体
・ダイオード
・トランジスタ
・ＦＥＴ
・その他の半導体素子
・集積回路

1

2

3

その他の回路 ・発振回路
・変調回路、復調回路
・パルス回路
・電源回路

増幅回路について原理、利得、帯域幅などの特性を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付ける。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

4
5

○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1
2

○ ○ ○

評価の観点

①旋盤の基本操作．ねじ切り操作
②放電加工の基礎

学年

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の諸課題を適切に解決することに必要
な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）工業技術について工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解するとともに，関連する技術を身
に付けるようにする。
（2）工業技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養
う。
（3）工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

工業技術基礎（実教出版） 実習テキスト、電子機械実習（実教出版）

使用教科書

集団

工業 6 3 機械技術系列実習

教科

副教材等

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

①フィーチャを活用したモデリング
②投影図、アセンブル、プレゼンテーションへの応用操作

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
工業の各分野に関する基礎的な知識と技能を身につけ，工業の発展と環境・資源などとの調和
のとれたものづくりを合理的に計画し、実際の仕事を適切に処理する技能を身につけている。

工業技術について主体的に興味・関心を持ち，その改善向上をめざして意欲的に取り組むとと
もに,   社会の発展に役立つ技術開発を積極的に学ぶ態度を身につけている。

工業技術に関する諸問題の適切な解決をめざして，広い視野からみずから思考し，基礎的な知
識と技術を活用して適切に判断し，その結果を的確に表現し伝える能力を身につけている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容

Ｖブロックの製作

(1)要素実習
旋盤

(2)総合実習 レーザー加工
①パソコンの入力と操作方法・プログラムの作成
②下絵の作成と手作業の加工

溶接
①プラズマ切断ロボットの操作
②ＣＯ2溶接、ＴＩＧ溶接などの各種溶接作業法の習得

①基本操作とプログラムの作成
②切削作業と自由課題作業（ネイムプレート等）

①旋盤の操作方法・材料の切削
②ボブ盤･フェロース盤の操作方法･歯車の歯切り

(3)先端的技術に対
応した実習

板金
チリとりの製作

ＦＡ
①FAシステムについて解説する　FAシステムを用いた制御学習
②ＰＣプログラム，シーケンス図，各種回路の作成と操作

ＣＡＤ

フライス盤

 テーマに分かれて
実習を行う。

ＭＣ

歯切り



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

評価の観点

工業に関する要素的な内容について工業の各分野での学びを踏まえて理解
するとともに、工業に携わる者として必要な技術を身に付ける。

学年

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の諸課題を適切に解決することに必
要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）工業技術について工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解するとともに，関連する技術を身
に付けるようにする。
（2）工業技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養
う。
（3）工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

工業技術基礎（実教出版） 実習テキスト、電子機械実習（実教出版）

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容

使用教科書

集団

工業 6(2,2,2) 3 電子情報系列／自由選択Ｂ・Ｃ群実習

教科

副教材等

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
工業の各分野に関する基礎的な知識と技能を身につけ，工業の発展と環境・資源などとの調和
のとれたものづくりを合理的に計画し，実際の仕事を適切に処理する技能を身につけている。

工業技術について主体的に興味・関心を持ち，その改善向上をめざして意欲的に取り組むとと
もに, 社会の発展に役立つ技術開発を積極的に学ぶ態度を身につけている。

工業技術に関する諸問題の適切な解決をめざして，広い視野からみずから思考し，基礎的な知
識と技術を活用して適切に判断し，その結果を的確に表現し伝える能力を身につけている。

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

工業に関する先端的技術に関わる内容について工業の各分野での学びを踏
まえて理解するとともに、工業に携わる者として必要な技術を身に付け
る。

（３）先端技術に対
応した実習

（２）総合実習

（１）要素実習4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

・アナログ回路【要・総】

・ディジタル回路【要・
総】

・マイコン制御【要・総】

・産業用ロボット【要・
総】

・ＦＡ【要・総】

・情報技術【要・総】

・マルチメディア【要・
先】

・ＣＡＤ【要・先】

・溶接【要・総】※テーマに分かれて
実習を行う

電気・電子・通信の分野に関する技術に着目して、工業に関する要素的な
内容に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づ
き結果を検証し改善する。

電気・電子・通信の分野に関する要素的な内容について自ら学び、工業の
発展に主体的かつ協働的に取り組む。

工業に関する要素技術を総合化した内容について工業の各分野での学びを
踏まえて理解するとともに、工業に携わる者として必要な技術を身に付け
る。

電気・電子・通信の分野に関する技術に着目して、工業の各分野に関連す
る個々の要素技術を総合化した技術に関する課題を見いだすとともに解決
策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

電気・電子・通信の分野に関する要素技術を総合化した内容について自ら
学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む。

電気・電子・通信の分野に関する技術に着目して、工業の各分野に関連す
る先端的技術に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根
拠に基づき結果を検証し改善する。

電気・電子・通信の分野に関する先端的技術に関わる内容について自ら学
び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

工業量の測定と計測機器について自ら学び，機械に関する適切な工業量の測定と測
定値の取扱いに主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

生産の管理について管理の手法を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に
付ける。

生産の管理
・生産計画と管理
・情報技術による生産
のシステム化

工業量の測定と計測機器について工業量の測定方法と計測機器の原理及び機能を踏
まえて理解するとともに，関連する技術を身に付ける。

工作法や工作機械について原理，機能及び操作方法を踏まえて理解するとともに，
関連する技術を身に付ける。

工業製品の製造に着目して，工作法に関する課題を見いだすとともに解決策を考
え，科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

各種の工作法について自ら学び，工業製品の加工に主体的かつ協働的に取り組む態
度を身に付ける。

機械における測定の役割や測定の意味及び精度と誤差に着目して，工業量の測定と
計測機器に関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結
果を検証し改善する。

工業量の測定と計測機
器
・工業量の測定
・計測機器の活用

各種の工作法
・実際の工作機械
・装置の構造，機能及
び操作

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

生産の管理について自ら学び，生産を効果的に管理する手法の活用に主体的かつ協
働的に取り組む態度を身に付ける。

主体的に学習に取り組む態度

・切削加工の分類・主な工作機
械と切削工具・切削工具と切削
条件・切削理論・工作機械の構
成と駆動装置・砥粒加工の分類
・研削加工・砥石車・いろいろ
な研削・遊離砥粒による加工・
特殊加工・熱的な加工・化学的
な加工・力学的な加工・三次元
造形技術・メッキ・化成処理と
陽極酸化処理・いろいろな皮膜
処理・鋼の表面処理

4
5
6
7

・計測の基礎
・測定器
・長さの測定
・三次元形状の測定
・表面性状の測定
・質量と力の測定
・温度の測定

・生産計画と管理
・生産を支える管理システム
・品質管理と検査
・安全と環境管理
・生産の効率化

8
9
10
11

生産管理及び情報技術を活用したシステム化に着目して，工業生産における管理に
関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検証し
改善する。

思考・判断・表現

知識・技能
・機械工作に関する学習を通して基礎的な知識と技術を理解し，工業の発展と調和のとれたありかたや
現代社会における工業の意義や役割を理解している。また，その成果として，ものづくりでのいろいろ
な場面で問題解決を試みることができるように相互に関連させて理解している。

・身近な製品に関心を払うなどして，機械工作に関する基礎的な知識と技術に関心を持ち，その習得に
向けて意欲的に取り組むとともに実際に活用しようとする創造的実践的な態度を身に付けている。

・機械工作に関する諸問題の解決をめざして自ら思考を深め，基礎的基本的な知識と技術を活用して適
切に判断し，創意工夫する能力を身に付けている。また，その成果を適切に表現することができる。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

使用教科書

集団

工業 2 3 機械技術系列機械工作

教科

副教材等

12
1
2
3

評価の観点

学年

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，機械材料の加工や工作に必要な資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。
（1）機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）機械工作に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）工業生産における適切な機械材料の加工や工作する力の向上を目指して自ら学び，情報技術や環境技術を活用した製造に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

機械工作１・２（実教出版） なし



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○器具と機械について自ら学び，工業製品の設計に主体的かつ協働的に取り
組む態度を身に付ける。

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
機械設計の各分野について，基礎的な知識と技術を体系的・系統的に身に付け，社会環境に適
した機械設計の意義や役割を理解している。

機械設計に関する諸事象について関心を持ち，社会の改善・向上を目指して，自ら学び，工業
の発展に主体的かつ協働的な態度及び創造的・実践的な態度を身に付けようとしている。

機械設計に関する課題を発見し，倫理観を踏まえた思考・判断力に基づいて，合理的かつ創造
的な課題について考え，その成果を的確に表現できる。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

器具と機械の設計について仕様の条件を踏まえて理解するとともに，関連
する技術を身に付ける。

安全で安心な工業製品を効率的に設計する方法に着目して，器具と機械に
関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果
を検証し改善する。

4
5
6
7

工業 2 3 自由選択Ｂ群(機械技術系列必修)機械設計

評価の観点
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

機械設計１・２（実教出版） なし

教科

副教材等使用教科書

集団

機械要素と装置について自ら学び，工業製品の設計に主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に付ける。

機械要素と装置について自ら学び，工業製品の設計に主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に付ける。

機械要素と装置について特性や用途を踏まえて理解するとともに，関連す
る技術を身に付ける。

学年

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，器具や機械などの設計に必要な資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。
（1）機械設計について機械に働く力，材料及び機械装置の要素を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるよう
にする。
（2）機械設計に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）安全で安心な機械を設計する力の向上を目指して自ら学び，情報技術や環境技術を活用した製造に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

機械要素と装置について特性や用途を踏まえて理解するとともに，関連す
る技術を身に付ける。

8
9
10
11

12
1
2
3

要素と装置が機械としての機能を果たすことに着目して，機械要素と装置
に関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結
果を検証し改善する。

器具と機械の設計
・器具の設計
・機械の設計

・安全・安心と設計・倫理
観を踏まえた設計・環境に
配慮した設計・設計の要
点・コンピュータの援用に
よる設計・器具の設計例・
機械の設計例・探究活動
ロボットの設計

・ベルトによる電動・
チェーンによる電動・ク
ラッチ・ブレーキ・ばね・
振動・圧力容器・管路・構
造物・構造物の継手

・ねじの用途と種類・ねじ
に働く力と強さ・軸・
キー・スプライン・軸継
手・軸受の種類・滑り軸
受・転がり軸受・潤滑・密
封装置・機械の運動・リン
ク機構・カム機構・間欠運
動機構・歯車の種類・回転
運動の伝達・平歯車の基
礎・平歯車の設計・その他
の歯車・歯車伝動装置

機械要素と装置
・締結要素
・軸要素
・伝達装置

機械要素と装置
・伝達装置
・緩衝装置
・管路，構造物，圧
力容器

要素と装置が機械としての機能を果たすことに着目して，機械要素と装置
に関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結
果を検証し改善する。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

情報機器を活用した設計製図について工業の各分野の製図を踏まえて理解
するとともに，関連する技術を身に付ける。

工業製品に着目して，情報機器を活用した工業の各分野の設計製図に関す
る課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果を検
証し改善する。

工業の各分野に関する情報機器を活用した設計製図について自ら学び，工
業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野の製図に必要な資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
（1）工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解するとともに，関連する技術を
身に付けるようにする。
（2）製作図や設計図に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力
を養う。
（3）工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目指して自ら学び，工業の発
展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目月

科目

機械製図（実教出版） なし

教科

副教材等使用教科書

集団

工業 2 3 自由選択Ｃ群(機械技術系列必修)製図

学年

工業の各分野に関する製図や設計製図について工業製品を踏まえて理解す
るとともに，実際に図面に表すことに必要な技術を身に付ける。

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

知識・技能
各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成に関する基礎的・基本的な知識と技術を習
得するとともに，各種機械や部品の製作に使用される図面等の役割や作図法，図面などを正し
く読み，作成できる力を身につけている。

各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成における諸問題を的確に把握（分析）し，
考察を深めるとともに，機械製図に関する知識と技術を活用しながら表現する力を身につけて
いる。

単位数

工業の各分野に関する製図や設計製図について自ら学び，工業の発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

主体的に学習に取り組む態度

工業の各分野に関する規格に着目して，工業の各分野に関する製図や設計
製図に関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づ
き結果を検証し改善する。

工業の各分野に関する製図や設計製図について自ら学び，工業の発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

工業の各分野に関する製図や設計製図について工業製品を踏まえて理解す
るとともに，実際に図面に表すことに必要な技術を身に付ける。

工業の各分野に関する規格に着目して，工業の各分野に関する製図や設計
製図に関する課題を見いだすとともに解決策を考え，科学的な根拠に基づ
き結果を検証し改善する。

工業の各分野に関す
る製図・設計製図

各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成することに興味・関心をもち，機械製図の
意義や役割の理解および諸問題の解決を目指して，主体的に学習に取り組もうとしている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

評価の観点

工業の各分野に関す
る製図・設計製図

・設計製図の要点
・器具・機械のスケッチと
製図
・器具・機械の設計
・制御回路図・計装図
・ロボット設計製図

4
5
6
7

8
9
10
11

12
1
2
3

思考・判断・表現

・ねじ
・軸と軸継手
・軸受
・歯車
・プーリ・スプロケット
・ばね
・溶接継手
・管・管継手・バルブ

情報機器を活用した
設計製図
・CAD の機能
・三次元 CAD

・CADシステム
・3次元CAD
・CAD機械製図規格



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

マイクロプロセッサを用いた組込みシステムの開発に着目して，マイクロコ
ンピュータの組込み技術に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科
学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

マイクロコンピュー
タの組込み技術

・組込みシステム
・組込みハードウェア
・組込みソフトウェア

マイクロコンピュータの組込み技術についてマイクロコンピュータが組み込
まれたシステムを構成するハードウェアとソフトウェアを踏まえて理解する
とともに、関連する技術を身に付ける。

マイクロコンピュータの組込み技術について自ら学び、情報技術の発展に主
体的かつ協働的に取り組む。

コンピュータによる
制御

・コンピュータによる制御の
概要
・インタフェース
・センサとアクチュエータ
・割込み処理

コンピュータによる制御についてコンピュータによる制御の構成、インタ
フェース、センサやアクチュエータなどを踏まえて理解するとともに、関連
する技術を身に付ける。

制御プログラム ・プログラム言語
・アセンブリ言語によるプロ
グラミング
・Ｃによるプログラム
・制御プログラム

制御プログラムについて自ら学び、情報技術の発展に主体的かつ協働的に取
り組む。

制御対象を的確に動作させるために必要なプログラムに着目して、制御プロ
グラムに関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づ
き結果を検証し改善する。

コンピュータの構成 ・コンピュータの種類と機能
・コンピュータの動作と中央
処理装置
・主記憶装置
・補助記憶装置
・入出力装置
・パーソナルコンピュータの
構成と管理

コンピュータの構成についてマイクロプロセッサや処理装置、記憶装置、周
辺機器及びデータの流れと命令語を踏まえて理解するとともに、関連する技
術を身に付ける。
コンピュータを構成する装置や機器の機能や役割に着目して、コンピュータ
の構成に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づ
き結果を検証し改善する。

コンピュータの電子回路についてハードウェアを構成する各種電子回路や素
子の動作原理を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

コンピュータの構成について自ら学び、情報技術の発展に主体的かつ協働的
に取り組む。

思考・判断・表現

知識・技能
コンピュータのハードウェアについて機能や構成及び制御技術を工業生産や社会生活と関連付けて理解す
るとともに、コンピュータのハードウェアに関わる様々な状況に対応できる技術を身に付けている。

コンピュータのハードウェアの機能や構成及び制御技術について自ら学ぶ態度や、情報技術の発展に主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

コンピュータのハードウェアに関する課題を見いだし、科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解
決する力を身に付けている。

コンピュータの電子
回路

・データの表現
・論理回路の基礎
・電子素子とディジタル回路
・論理式の簡単化
・論理回路の設計
・演算回路
・順序回路
・コンピュータを用いた論理回
路の設計

コンピュータのハードウェアを構成する回路の動作に着目して、コンピュー
タの電子回路に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠
に基き結果を検証し改善する。
コンピュータの電子回路について自ら学び、情報技術の発展に主体的かつ協
働的に取り組む。

コンピュータを活用して的確に制御対象を動作させることに着目して、コン
ピュータによる制御に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的
な根拠に基づき結果を検証し改善する。
コンピュータによる制御について自ら学び、情報技術の発展に主体的かつ協
働的に取り組む。

制御プログラムについてハードウェアに適した言語の仕組みと機能及び基本
的なプログラムなどを踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付け
る。

工業 2 3 電子情報系列ハードウェア技術

評価の観点

主体的に学習に取り組む態度

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

科目

ハードウェア技術（実教出版） なし

教科

副教材等使用教科書

集団

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

学年

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業生産や社会生活に役立つコンピュータのハードウェア
の開発に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）コンピュータのハードウェアについて機能，構成及び制御技術を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）コンピュータのハードウェアに関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）コンピュータのハードウェアを開発する力の向上を目指して自ら学び，情報技術の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

電気計測
・測定量の取り扱い
・電気計器の原理と構造
・基礎量の測定

交流回路 交流回路
・交流の発生と表し方
・交流回路の電流、電圧
・交流回路の電力

交流回路の計算
・記号法の取り扱い
・記号法による計算
・回路に関する定理

三相交流
・三相交流の基礎
・三相交流回路
・三相電力
・回転磁界

電気計測について、測定原理と電気的諸量を取扱う方法を踏まえて理解す
るとともに、関連する技術を身に付ける。

電気計測の役割や意味及び測定の誤差や測定値の取扱いが工業生産に与え
る影響に着目して、電気的諸量の測定及び測定値の取扱いに関する課題を
見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善
する。

各種の波形 各種の波形
・非正弦波交流
・過渡現象

非正弦波交流の発生と周波数の異なる正弦波交流の合成としての取扱いや
電気回路に発生する過渡現象の性質を踏まえて理解するとともに、関連す
る技術を身につける。

交流回路の電流、電圧及び相互関係などに着目して、交流回路に関する課
題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し
改善する。

交流回路について自ら学び、電流、電圧及び相互関係などを工業技術に関
連付けた工業生産への活用について主体的かつ協働的に取り組む。

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

非正弦波交流及び電気回路に発生する過渡現象とその取扱い方法において
工業製品や電気設備との関連に着目して、非正弦波交流及び過渡現象に関
する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を
検証し改善する。
非正弦波交流と電気回路に発生する過渡現象の取扱いを工業技術と関連付
けながら自ら学び、電気回路における非正弦波交流の取扱いについて主体
的かつ協働的に取り組む。

交流回路について電流、電圧とそれらの電気的諸量の相互関係と量的に取
扱う方法や電気的諸量を計算により処理する方法などを踏まえて理解する
とともに、関連する技術を身に付ける。

電気に関する基礎量の測定機器と測定回路について自ら学び、電気的諸量
の計測について主体的かつ協働的に取り組む。

電気計測

知識・技能
電気現象やそれらの量的な取扱い方、電気的諸量の相互関係とそれらを式の変形や計算により
処理する方法などを理解し、ものづくりに実際に活用できる技術を身に付けている。

電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指し、電気現象やそれらの量的な取扱い方につい
て自ら学ぶ態度や、情報技術を活用するとともに環境に配慮した工業生産について主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付けている。

電気現象やそれらの量的な取扱い方に関する課題を見いだし、電気技術の利便性のみを注視す
ることなく、社会に与える影響に責任を持ち、科学的な根拠に基づいて工業技術の進展に対応
して解決する力を身に付けている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

評価の観点
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

集団

工業 4 3 電子情報系列電気回路

学年

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，電気現象を量的に取り扱うことに必要な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）電気回路について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）電気回路に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

電気回路１・２（実教出版） 電気回路１・２　演習ノート（実教出版）

教科

副教材等使用教科書



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

4 ○ ○ ○

5
6
7
8

○ ○ ○

9
10
11
12

○ ○ ○

1
2
3

○ ○ ○

評価の観点

・エネルギーの利用と原動機の発展の過程を系統的に把握させる。
・エネルギーの供給と需要の関係を把握させ、省エネルギーの重要性やエネ
ルギーの将来のあり方などについて考えさせる。

学年

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，原動機によりエネルギーを有効活用すること
に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）原動機について構造と機能を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）原動機に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）原動機に関わるエネルギーを有効に利用する力の向上を目指して自ら学び，省エネルギーや環境保全に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

原動機（実教出版） なし

使用教科書

集団

工業 2 3 自由選択Ｄ群原動機

教科

副教材等

1.冷凍のあらまし
2.蒸気圧縮冷凍機
3.吸収冷凍機

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
原動機に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、現代社会における工業の意義や役割を理解
するとともに、環境に配慮したものづくりを企画する技能を身につけている。

原動機に関する諸課題について主体的に興味・関心を持ち、その改善・向上を目指して主体的
に取り組もうとするとともに、実践的な態度を身につけている。

原動機に関する諸課題の解決を目指して思考を深め、基礎的・基本的な知識と技術を基に、技
術者として適切に判断し、表現する創造的な技能を身につけている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

・流体の性質や流体の力学など流体機械の基礎に係る事柄について、興味や
関心を持たせ、圧力、流速、流量などの測定法、計測法を理解させる。
・ポンプの種類、構造、性能、特性、運転方法などを把握させる。
・送風機・圧縮機などの種類、構造、性能、特性、運転方法などを把握させ
る。
・水車の原理、構造、種類を把握させ、流体のエネルギーをより有効に利用
する方法を理解させる。

・熱機関のサイクルと熱効率について理解させる。熱に関する様々な現象を
定性的に把握させ、変化に伴う量を定量的に扱えるように理解させる。
・レシプロエンジンの作動原理と、それが理論熱効率に及ぼす影響を理解さ
せる。
・ガスタービンの作動原理、構造、用途などを理解させる
・自動車の基本的な構造、特性、および性能について理解させる。
・水蒸気の基本的な性質を理解させ、様々なボイラの構成や構造、容量や性
能の表し方などを把握させる。
・原子炉や蒸気タービンについて原理、構造、性能などを理解させる。

・蒸気圧縮冷凍機の原理、構成、各機器の働きと、冷媒の状態変化、冷凍サ
イクル、冷凍機の性能と運転などについて理解させる。
・吸収冷凍機の原理と構成および特徴を把握させる。

第３章
内燃機関

第４章
自動車

第５章
蒸気動力プラント

1.内燃機関のあらまし
2.熱機関の基礎
3.レシプロエンジンの作動原
理と熱効率
4.レシプロエンジンの構造
5.レシプロエンジンの性能と
運転
6.ガスタービン

1.自動車の発達と社会
2.自動車の構造と性能

1.蒸気動力プラントのあらま
し
2.水蒸気
3.ボイラ
4.原子炉
5.蒸気タービン
6.蒸気動力プラントの性能

第１章
エネルギーの
利用と変換

1.エネルギー利用の歴史
2.こんにちのエネルギーと動
力
3.エネルギーの現状と将来

第２章
流体機械

1.流体機械のあらまし
2.流体機械の基礎
3.流体の計測
4.ポンプ
5.送風機・圧縮機と真空ポン
プ
6.水車
7.油圧装置と空気圧装置

第６章	冷凍装置



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

教科 科目 単位数 学年 集団

工業 プログラミング技術 2 3 自由選択Ｄ群

使用教科書 副教材等

プログラミング技術（実教出版） なし

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，コンピュータのプログラミングに必要な資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
（1）コンピュータのプログラミングについてシステムソフトウェアとプログラミングツールを踏まえて理解するとともに，関連する技術を身
に付けるようにする。
（2）コンピュータのプログラミングに関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）コンピュータのプログラムを開発する力の向上を目指して自ら学び，情報技術の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

知識・技能
情報技術の進展に対応するために、コンピュータのプログラミングについてシステムソフト
ウェアとプログラミングツールとを工業生産や社会生活と関連付けて理解するとともに、プロ
グラミングにおける様々な状況に対応できる技術を身に付けている。

思考・判断・表現
アルゴリズムとプログラム技法に着目して、コンピュータのプログラミングに関する課題を見
いだし、科学的な根拠に基づき情報技術の進展に対応し解決する力を身に付けている。

主体的に学習に取り組む態度
コンピュータのプログラムを開発する力の向上を目指し、効果的に情報などを処理するプログ
ラミング技法について自ら学ぶ態度や情報技術の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身
に付けている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

月 単元名 使用教科書項目 単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標
評価の観点

4
5
6
7

アルゴリズム ・アルゴリズムと流れ図
・順次型のアルゴリズム
・選択型のアルゴリズム
・繰り返し型のアルゴリズ
ム

アルゴリズムについて表現方法及びプログラムの処理手順を踏まえて理解
するとともに、関連する技術を身に付ける。

情報を効率的に処理する方法に着目して、アルゴリズムに関する課題を見
いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善す
る。

アルゴリズムについて自ら学び、情報技術の発展に主体的かつ協働的に取
り組む。

9
10
11
12
1
2
3

プログラミング技法 ・データ構造
・プログラムの標準化
・ファイル処理
・入出力設計
・プログラムの構造化設計

プログラム技法について実際のプログラムの開発に即して理解するととも
に、関連する技術を身に付ける。

情報を効率的に処理するプログラムの設計に着目して、プログラム技法に
関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果
を検証し改善する。

プログラム技法について自ら学び、情報技術の発展に主体的かつ協働的に
取り組む。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1
2
3

工場の経営 ・人事管理
・工業会計
・工場経営に関する法規
・工業と起業

工場の経営について企業における経営事例を踏まえて理解するとともに、
関連する技術を身に付ける。

人事、会計、法規などに着目して、工場の経営に関する課題を見いだすと
ともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

工場の経営について自ら学び、生産の現場において実際に活用できるよう
主体的かつ協働的に取り組む。

11
12

安全管理と環境管理 ・保守と保全
・生産現場の災害とその防
止
・環境の保全

安全管理と環境管理について企業における経営事例を踏まえて理解すると
ともに、関連する技術を身に付ける。

生産活動に起因する災害の防止と環境の保全に着目して、安全管理と環境管理に関す
る課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善す
る。

安全管理と環境管理について自ら学び、生産の現場において実際に活用で
きるよう主体的かつ協働的に取り組む。

9
10

工程管理と品質管理 ・工程管理
・品質管理

工程管理と品質管理について企業における経営事例を踏まえて理解すると
ともに、関連する技術を身に付ける。

生産活動の進捗管理と買い手の要求に合った品質の製品を経済的につくり出すことに
着目して、工程管理と品質管理に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学
的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

工程管理と品質管理について自ら学び、生産の現場において実際に活用で
きるよう主体的かつ協働的に取り組む。

6
7
生産の計画と管理 ・生産計画

・生産管理
・生産と流通

生産の計画と管理について企業における経営事例を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付ける。

生産量と生産時期の管理活動に着目して、生産の計画と管理に関する課題
を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改
善する。
生産の計画と管理について自ら学び、工業生産の現場において実際に活用
できるよう主体的かつ協働的に取り組む。

4
5
工業管理技術の概要 ・工業管理技術の概要 工業管理技術の概要について工業生産の管理技術の意義、工業生産と経済

及び工業の将来と企業の社会的な責任を踏まえて理解する。

生産活動に着目して、工業管理技術に関する課題を見いだすとともに解決
策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

工業管理技術の概要について自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に
取り組む。

思考・判断・表現

企業や工場などの生産に関わる業務に着目して、工業生産の管理技術に関する課題を見いだし、
工業に携わる職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し
解決する力を身に付けている。

主体的に学習に取り組む態度
工業生産を管理する力の向上を目指し、生産業務における管理者としての役割を自ら学ぶ態度や
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

月 単元名 使用教科書項目 単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標
評価の観点

使用教科書 副教材等

工業管理技術（実教出版） なし

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業生産の管理に必要な資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。
（1）工業生産の管理技術について企業における経営事例を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）工業生産の管理技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）工業生産を管理する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

知識・技能
工業生産の管理技術について工業の各分野における経営事例を踏まえて理解するとともに、工業
生産における様々な状況に対応できる技術を身に付けている。

教科 科目 単位数 学年 集団

工業 工業管理技術 2 3 自由選択Ｅ群



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

教科 科目 単位数 学年 集団

工業 自動車工学 2 3 自由選択Ｆ群

使用教科書 副教材等

自動車工学１・２（実教出版） なし

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，安全で安心な自動車の提供に必要な資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）自動車について構造と機能を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）自動車に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
（3）自動車の付加価値を高める力の向上を目指して自ら学び，自動車産業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

知識・技能
自動車および自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に関する知識および観察・実習の
技能を習得し，実際に活用できる能力と態度が身についている。

思考・判断・表現
自動車および自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に関する知識・技術に課題等を見
つけ出し，自ら思考・判断し，創意工夫して課題解決する能力が身についている。

主体的に学習に取り組む態度
自動車および自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に関する知識や技術に関心を持
ち，意欲的に探究するとともに，学びに向かう力が身についている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、定期テストの状況

月 単元名 使用教科書項目 単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標
評価の観点

4 人と自動車 ・人と自動車 人と自動車について自動車の安全対策や環境対策などを踏まえて理解する。

現代社会における自動車の役割と及ぼす影響に着目して、人と自動車に関する課題
を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

人と自動車について自ら学び、自動車産業の発展に主体的かつ協働的に取り組む。

5
6
7

自動車の原理 ・自動車の概要と力学
・自動車用機関の働きと動力
伝達に関する装置
・自動車の操作と制動

自動車の原理について自動車を構成する装置から発生する力の伝達などを踏
まえて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

自動車に関わる力学、動力伝達、操作及び制動などに着目して、自動車の原理に関する課題を見
いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

自動車の原理について自ら学び、技術の進展に対応した自動車の機関の働き
と操作や制動の活用に主体的かつ協働的に取り組む。

9
10
11

自動車の構造 ・自動車用機関と性能
・自動車用機関の付属装置
・車体と付属装置
・走行と性能

自動車の構造について自動車を構成する装置を踏まえて理解するとともに、
関連する技術を身に付ける。

自動車を構成する装置の機能と性能に着目して、自動車の構造に関する課題を見い
だすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

自動車の構造について自ら学び、技術の進展に対応した自動車の構造の活用
に主体的かつ協働的に取り組む。

自動車と安全について自ら学び、技術の進展に対応した安全装置の活用に主
体的かつ協働的に取り組む。

12 自動車と電気・電子
技術

・自動車の電気装置
・自動車の制御技術

自動車と電気・電子技術について原理、構造及び機能を踏まえて理解すると
ともに、関連する技術を身に付ける。

電気装置及び電子制御装置に着目して、自動車の電気・電子技術に関する課題を見
いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

自動車と電気・電子技術について自ら学び、自動車技術の発展に主体的かつ
協働的に取り組む。

自動車と環境 ・自動車と環境 自動車と環境について自動車に関わる環境問題を踏まえて理解するととも
に、関連する技術を身に付ける。

自動車が環境に与える影響に着目して、自動車と環境に関する課題を見いだ
すとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

自動車と環境について自ら学び、技術の進展に対応した自動車に関わる環境
対策の発展に主体的かつ協働的に取り組む。

1

2

3

自動車と安全 ・予防安全装置
・衝突安全装置

自動車と安全について自動車に関わる交通災害と対策とを踏まえて理解する
とともに、関連する技術を身に付ける。

安全対策と事故防止に着目して、自動車と安全に関する課題を見いだすとと
もに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

課題研究

評価の観点

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付
けられた技術を身に付ける。

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標月

知識・技能
工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術をを身
につけている。

テーマによる

(1)作品製作、
　製品開発

(2)調査、研究、
　実験

(3)産業現場等
　における実習

(4)職業資格の
　取得

・金属加工
　（切削・溶接等）

・木工加工
　（カンナやノミ等）

・特殊加工
　（レーザー加工、
　放電加工等）

・樹脂造形
　（３Ｄプリンター）

・資格取得
　（技能検定等）

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身につけている。

工業に関する課題を発見し，工業に携わる者として独創的に解決策を探究し，科学的な根拠に
基づき創造的に解決する力を身につけている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容

集団

工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決策を探究
し、科学的な根拠に基づき創造的に解決する。

工業 2 3 機械技術系列

通
年

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組む。

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

学年

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会を支え産業の発展を担う職業人とし
て必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付けるようにする。
（2）工業に関する課題を発見し，工業に携わる者として独創的に解決策を探究し，科学的な根拠に基づき創造的に解決する力
を養う。
（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

なし

教科

副教材等使用教科書



科目の目標

評価の観点とその趣旨

①

②

③

評価方法

学習計画

① ② ③

○

○

○

・雨水を利用した自動散水
機の製作
・災害時におけるハイブ
リッド発電装置の製作
・ホットプレートの製作
・モータ付きバイクの製作
・ホバークラフトの製作
・自動車発電機の製作
・廃材を利用した自転車発
電装置の製作
・ハブダイナモを用いた水
力発電装置の製作
・イルミネーション
・センサによるプラレール
の制御
・アンプ製作とワイヤレス
給電
・RaspberryPiを用いた音声
サーバ、オセロプログラ
ム、ＲＰＧの作成

・修理とリサイクル
・可視光線を用いた音声通
信の研究

・資格、検定の取得

※過去のテーマ

工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決策を探究
し、科学的な根拠に基づき創造的に解決する。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組む。

評価の観点

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付
けられた技術を身に付ける。

単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

思考・判断・表現

知識・技能
工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術をを身
に付けている。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付けている。

工業に関する課題を発見し，工業に携わる者として独創的に解決策を探究し，科学的な根拠に
基づき創造的に解決する力を身に付けている。

・以下で示した事項を基に各単元において評価規準を示します。
①…学習活動における知識の定着および技術技能の修得・活用の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
②…学習活動における問題解決・判断・発言能力の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容
③…学習活動における主体的取組・実践的な態度の状況、課題作成の状況、作品の進捗状況、報告書内容

主体的に学習に取り組む態度

月

教科

副教材等使用教科書

集団

工業 2 3 電子情報系列課題研究

4
5
6
7
9
10
11
12
1
2
3

（1）作品製作、製
品開発

（2）調査、研究、
実験

（3）産業現場等に
おける実習

（4）職業資格の取
得

学年

　工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会を支え産業の発展を担う職業人とし
て必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付けるようにする。
（2）工業に関する課題を発見し，工業に携わる者として独創的に解決策を探究し，科学的な根拠に基づき創造的に解決する力
を養う。
（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元名 使用教科書項目

単位数科目

なし テーマによる


